2012年6月6日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：鈴木
13:30~16:00＠生協食堂
参加者：山口・水谷・井上・田中・鈴木
【本日の目標】
１．班として何を主張したいのかを明確にする
２．足りない資料等を明確にする
３．比較対象国を選ぶ（or比較するのか？）
１．
井上・田中（先週金曜のまとめより）
・情報発信活動場面とコミュニケーションの側面における情報モラル＝情報安全の側面
⇒情報・総合・技術家庭で扱う情報モラル
⇒(仮)仮説：私たちの考える情報モラルの低下は学校教育での安全教育の不足のためである。
★足りないもの
・情報モラルの定義の明確化
・小、中の新旧学習指導要領の比較
★リアクション
・情報モラルの低下と犯罪増加は、相関関係はあるが因果関係ではない＝他の要因有
・学習指導要領をもっと詳しく見ることの必要→論じたい情報モラルはどう論じられているか
・私たちの考える～という言い方を考えねば
・情報安全教育の側面から情報モラルを考えた論文を探してみる
・安全教育の不足の指標。なぜ不足したままなのか。←ここにオリジナリティを持たせる！
★すべきこと
・情報安全教育の重要性（指摘している文献を探す）、定義
→学習指導要領の見直し（情報安全教育が規定されているか？）。新旧の比較
→情報安全教育の現状（なにが、なぜ不足しているのか）
（→他国の事例・・・？）
水谷さん
・情報安全がなかったらどうなるの？→ネット犯罪に注目
・今後の課題も挙げやすいのでは？
⇒これってスタート地点では？
りえこ
・要因分析、情報モラルの育成を目指しているのは確か
⇒では阻害しているものは何？をいうことを追求
ママ
・携帯電話への教育。ネット犯罪の多くは携帯電話からのアクセス
→なぜ携帯電話への情報モラル教育はされないのか？
→まずなぜ学校での携帯電話の使用はだめなの？ネット面orメール・電話面？
→PCと携帯に対する認識の違い。PCでやる技術を応用するだけでいいの？

●井上・田中の意見をベースに進めていく
※携帯電話の扱いはどうする？⇒絶対に関わってくる問題なので、論じられたらしたい！
（今後への示唆etc…）
●中心となる段階は中学校に限定
２．
・ネット犯罪に関する資料（現状・推移）
・情報安全教育とは？
・情報安全（教育）が重要であるという論証　　論文
・中学校の指導要領の見直し、（新旧比較）
→なぜ「情報発信活動場面とコミュニケーションの側面における情報モラル」にフォーカスするのかを明確に
３．
1人1カ国調べてくる
・アメリカ→もっちー
・イギリス→るい
・スウェーデン→りえこ
・ブラジル→水谷
・韓国→山口
・カナダ→有史
今後の注意事項：出れない回・遅れてくる回のレジュメ等は、先にメンバーに渡すか、
掲示板に挙げること！
宿題


・1人2冊書籍(できたらレジュメ化)


・1人1カ国調べてくる（上に同じ）











